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脱炭素経営フォーラム

～ファッション産業のサプライチェーン全体の
排出量削減に向けて～

2023年3月
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ワールドグループ（５４社）
「ブランド事業」をはじめ、「プラットフォーム事業」、「デジタル事業」の3つの事業を柱に展開

デジタル事業
（９社）

ブランド事業
（２９社）

プラットフォーム事業
（１５社）

本日の
内容

売上高
1,713
億円

店舗数
2,401
店舗

ブランド数
61

ブランド

従業員数
8,388
名

（22/3末時点）
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2005年から環境に配慮した取り組み開始、エコロモキャンペーンは1４年間継続
2022年6月に、アパレル事業のScope3は、20%/点削減（～2030年）の目標を設定

ワールド・サスティナビリティプランにて開示

エコロモキャンペーン

CAT.3
燃料及びエネルギー

関連活動

CAT.6 /7
雇用者の
通勤・出張

CAT.2/8
資本財/

リース資産（上流）

CAT.1
購入した製品・

サービス
CAT.4

上流輸送・納品
38.5

衣料製品

万t-CO₂
以上*

Scope3

環
境
負
荷

上流の間接排出

-20
%／点

サスティナビリティプラン
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はじめに

スコープ３における
初期的な計算

生地ができるまでの原料工程を一括りにし、その後の自社工場での縫製と、倉庫までの輸送の
大きく3工程で試算

課題認識
サスティナブル素材切り替えによる排出量の削減率は自社だけではわからない

目標達成に向けて他にどの程度の削減量が必要なのかが分からない

今回の取り組み

サスティナブル素材を共同開発するサプライヤー様（中伝毛織(株)様・豊島(株)様）の協力

削減率の明確化・サプライチェーン全体での削減施策の検討

可視化のターゲットは、自社商品の原料として使用されている量の多い ポリエステル、
コットン、ウール

原料（生地） 縫製 輸送
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削減目標と必要な削減量

目標達成のための具体的な1着当たりの排出量を認識
サスティナブル素材への切替え以外にも追加施策が必要

目標年
(2030)

X.xx
㎏

追加施策

X.Xx ㎏

2022年
排出量

X.xx ㎏

原料切替え

X.xx
㎏

-180.0%

-20%
X.xx
㎏

* CAT.1の一部とCAT.4のみ。それ以外の排出源に関する削減目標は、現状を可視化後別途設定

GHG排出量
（kg‐CO2eq/点)
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服1点当たりの排出量の内訳

原料切り替えによる具体的な削減率を明確にするために
これまで一括りにしていた原材料調達までの排出量について、各工程毎の排出量を可視化

原材料調達 縫製 輸送

廃棄
衣料

反毛
原料

紡績
原料 糸 原反 原反 製品

繊維屑
処理

繊維屑
処理

繊維屑
処理

繊維屑
処理

繊維屑
処理

繊維屑
再利用

繊維屑
処理

電
力

電
力

電
力

電
力

中
水

加工
助剤

加工
助剤 副資材

電
力

ガス

中
水
下
水

電
力

ガス

仕分 反毛 紡績 製織 整理 縫製 物流倉庫

原料
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服1点当たりの排出量の内訳

工程別×素材別の排出量を算出
サスティナブル素材を使用した場合のGHG削減率を可視化

原料（生地）全社平均 輸送縫製

従来

サスティナブル
（リサイクル）

縫製

紡績

従来 縫製

サスティナブル
（オーガニック）

輸送

織布・染色農家

原料（生地）従来 輸送

サスティナブル
（リサイクル）

縫製
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

シ
ャ
ツ

コ
ッ
ト
ン

シ
ャ
ツ

ウ
ー
ル

ジ
ャ
ケ
ッ
ト

削減率▲23.13%

削減率▲18.66%

削減率▲32.60%

※各種素材の混用率が１００％の場合

原材料調達

整理反毛仕分

織布・染色紡糸原材料

紡績 製織

輸送縫製

縫製 輸送

原料（生地）

輸送

縫製 輸送
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服1点当たりの排出量の内訳

従来（バージンウール）とリサイクルウールでは、３０%以上の排出削減効果が見込める
それぞれの紡績工場までのプロセスの違いに大きく起因

飼育中の羊からのメタン（CH4）や亜鉛化窒素（N2O）排出
など紡績工場に至るまでの工程で大量のGHGを排出

リサイクルウールの場合、回収品自体の排出原単位は０
手作業を中心とした処理を施すため、紡績工場前まででの排
出量を抑えることが可能

ウ
ー
ル

ジ
ャ
ケ
ッ
ト

従来

サスティナブル
（リサイクル）

縫製

運搬 削減率▲32.60%

原材料調達

整理反毛仕分 紡績 製織

運搬

縫製
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Scope3（上流）排出削減施策

原材料調達 紡績 織布・染色 縫製 運搬

素材切り替え以外も含め、既に実行中や実行が決定している施策に加え、
各工程毎に効果のある施策を抽出

無水染色
製品原料をサスティナ素材へ切
り替え

副資材のサスティナ素材化
リユース・リサイクル

サーキュラーモデル

新たな価値の服の開発 国内工場へのシフト
アソート

貨物集約

サプライヤーエンゲージメント15

1 ２

3 4

９

５ ６ ８

グリーン調達13

７ 10 11

1214 適正生産
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Scope3（上流）排出削減施策の優先順位付け

各施策毎に削減インパクトとフィージビリティを評価し、2030年目標（20％削減）達成を目指し
Scope3では、フィージビリティ・ スコア 20以上または削減インパクトが1万t‐ CO2eqの施策を実行する

Scope3
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2030年までに実施の施策候補は、サスティナブル素材への切り替え、サーキュラーモデル導入など13項目
サプライヤー様との協力が不可欠

NO 施策

1 製品原料をサスティナ素材へ切り替え
2 製品原料をサスティナ素材へ切り替え拡大
3 副資材をサスティナ原料に切り替え
4 服飾資材のリユース・リサイクル
5 新たな価値の服の開発（・・・・）
6 新たな価値の服の開発（・・・・）
8 裁断ロス削減
9 サーキュラーモデル

10 地産地消、国内工場への切り替え
11 アソート
12 輸入貨物集約
14 適正生産
15 サプライヤーエンゲージメント

Scope3

Scope3（上流）排出削減施策の優先順位付け

-20%
/点
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各施策にKPIを設定し、アクションを具現化
サスティナブル委員会（グループのサスティナブル経営推進機関）でモニタリング

実施施策

③④
副資材

⑤⑥⑧新たな価値の服の開発

⑩⑪国内工場へのシフト
アソート

⑮サプライヤーエンゲージメント

サスティナ副資材
リユース・リサイクル

①② 製品原料をサスティナ素材へ
切り替え

⑫貨物集約

⑨サーキュラーモデル

実施ロードマップ

施策毎に検討フェーズ・実行フェーズ・拡大フェースを決定
定期的に見直し

中期経営計画① 中期経営計画② 中期経営計画③

2022.4 2025.4 2030.42028.4
Scope3（川上）

ロードマップ
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サプライヤー様と共同開発したサスティナブル素材をブランド化（CIRCRIC）
2月展示会（2023年AWより展開）
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CIRCRIC

―ファッション産業の多様性と持続可能な社会を目指して― 

「GHGを可視化したサステナブル新素材」を開発 
環境省事業を通じて企業を横断して成果創出 

「再生ウール」
GHGを33.7％削減 ※

※ウール原料（紡績、織布、加工）の製造工程における
対バージン比のGHG削減率

「再生ポリエステル×オーガニックコットン」
GHGを23.4％削減 ※

※ポリエステル、コットン原料（紡績、織布、加工）の
製造工程における対バージン比のGHG削減率

共同開発企業：中伝毛織株式会社（愛知県一宮市） 共同開発企業：豊島株式会社（愛知県名古屋市）

紡績段階での落ち綿とウール混率90％以上のニット商
品、ウールの裁断端材等からアップサイクルした「再
生ウール」をベースにコート、ジャケット、ボトム用
の素材を開発。資源を再利用することで羊の飼育にか
かわるGHG排出を削減した。

ペットボトルから再生した「リサイクルポリステル」
とトレーサビリティ可能な「オーガニックコットン」
を混紡した汎用性の高いシャツ素材を開発。どちらも
バージン原料（従来の製造方法による原料）と比較し
て大幅なGHG排出量削減を実現。
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まとめ

工程別の排出源の分析により、優先的にアプローチすべき排出源が明確になった

今回、サスティナブル素材を利用した場合のGHG削減率を明確化

サスティナブル素への切り替え実績をシステム管理

削減施策に優先順位をつけてロードマップ化して推進

サプライヤー様
ファッション業界連携 価値ある企業活動
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ご清聴頂き 有難うございました
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